
 

 

 

 

 

□□ ○丁目 新築工事 

 
建築基準法第４３条第２項第２号許可申請資料 

 

（一括基準 ○） 

 

 

 

 

 

 

                         令和○○年○○月 

                         申請者 ○○○○○ 

 
０１ 

一括基準に該当する場合は、基準１～５の

どれに該当するかを記入する。 

該当しない場合は記入不要。 

例）「中央本町一丁目新築工事」 

（○丁目･･･漢数字で） 

上程する審査会の開催月を記入 

左端：ホチキス二点止め 

※ 資料はＡ３サイズ（文字サイズ 12pt 以上）で作成して下さい。 

（案件検討会議用：データ、審査会用：データ＋８部） 
同意案件〇 

番号は決まり次第お伝えします。 
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０３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・案内図 

０４・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・道路種別図 

０５・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・理由書、建築計画概要書 

０６・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・公図写、土地・建物所有者一覧表 

０７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・道に関する資料 

０８・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・現況写真 

０９・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・配置図 

１０・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・各階平面図 

１１・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・立面図 

１２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・断面図 

１３・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・概要・調査意見 

０２ 

区で作成します。 
（※一括基準に該当 

の場合はなし） 

区で作成します。 
（※一括基準に該当 

の場合はなし） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ０３ 
案内図 

住宅地図のコピーなど、申請敷地周

辺状況がわかるような図を添付し、 

申請敷地を赤色で明示する。 

申請敷地 

地名地番：足立区□□ ○丁目○○―○○ 

住居表示：足立区□□ ○丁目○○―○○ 

北が上 



 

 

理由書 

 
令和○○年○○月 

足立区長様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           申請者 住所 

               氏名 

 

 

 

建築計画概要書 

 
建築主 

 

建築場所 

（地名地番） 

（住居表示） 

 

用途地域     ○○地域／○○地域 

建蔽率       〇○％／〇○％ 

 容積率      〇〇○％／〇〇○％ 

 高度地区  第○種高度地区／第○種高度地区 

 防火指定     ○○地域／○○地域 

 その他      〇〇〇〇地区計画 

主要用途等    ○○○○・○○造○階建て・○○建築物 

 

敷地面積     ○○○㎡ （通路後退面積〇〇㎡） 

 

建築面積     ○○㎡   建蔽率  ○○％ 

 

延べ面積     ○○㎡   容積率  ○○％ 

 

 ０５ 

文例） 

現在、居住している住宅の建て替えを計画し

ましたが、当該敷地は建築基準法の道路に接し

ておりません。 

ただし、平成○年に締結された協定通路に接

しており、建て替えにあたっては協定通路部分

を後退整備し、今後も維持管理していきます。  

また、関係権利者が第三者に変更される場合

においても、本理由書の内容を継承します。 

つきましては、建築基準法第４３条第２項第

２号の許可をよろしくお願いいたします。 

例） 

一戸建ての住宅・木造２階建て・準耐火建築物 

容積率は道路幅員による低減値ではなく、都市計画に

定める容積率を用いる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
０６ 

公図写 土地・建物所有者一覧表 

申請敷地を青太線で囲む 

協定通路がある場合は、通

路を赤太線で囲む 

 

土地所有者一覧 

地番 種別 住所 氏名 協定同意 

○-○ 宅地    

○-○ 宅地    

○-○ 宅地   〇 

○-○ 宅地    

○-○ 雑種地   〇 

○-○ 公衆用道路   〇 

     

     

 

 

 

 

 建物所有者一覧表 

地番 家屋番号 住所 氏名 協定同意 

○-○ ○-○   〇 

○-○ ○-○    

○-○ ○-○   〇 

○-○ ○-○   〇 

 

 

 

 

 

申請敷地の欄を青太線で囲む 

通路敷地の欄を赤太線で囲む 

申請地、通路及び通路に接する敷

地の土地所有者、建物所有者の一

覧表を作成する。 

通路協定がない

案件は欄不要 

同意：〇 、不同意：× 、対象外：／ 

これから協定を締結する場合は予定を記入 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道に関する資料（協定図など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
０７ 



 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
０８ 

通 路 

法
第
４
２
条
第
○
項
第
○
号
の
道
路 

現況写真 

写真撮影方向図 

写真：４～５枚程度 

◆通路の状況がわかるように撮影してください。 

撮影方向については、あらかじめ区担当者と 

相談してください。 

◆通路は、通行上支障となるもの（駐車車両、 

自転車、植木等）が写らないように撮影して 

ください。 

③ 

① 

① 

② ④ ③ 

④ 

② 

申請敷地の間口を青太線

で記入する。 

道路ではない。必ず「通路」と

記入すること 

申請敷地の間口を青太線

で記入する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画建築物 

０９ 

有効アキ寸法記入 

通 路 通路中心線 

配 置 図 

北が上 

有効アキ寸法記入 

※ 道路斜線・高度地区などの検討に必要な距離等は記

入しないでください。ただし、高さの検討について

事前に担当の確認を受けてください（許可申請図書

には高さの検討を記入した配置図を添付していただ

きます）。 

 

後退部分は道路状（アス

ファルトコンクリート）

に整備する。 

外構計画(門、塀など)を明示する。 

例)CB 新設（Ｈ＝600） 

±〇〇 ±〇〇 

±〇〇 ±〇〇 

Ｌ型溝の移設がない場合

は、縁石等で後退ラインを

明確にする。 

±〇〇 

Ｓ=１/〇〇〇 

寸法は敷地両端 

（＋折れ点）を記入 

折れ点を記入 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０ 

１階平面図 ２階平面図 

北が上 

１階には敷地境界線を

明示する。 

Ｓ=１/〇〇〇 

断面線を記入する。 



 

 

 

 

 

 

 

２面以上の立面図を図示して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１ 

※ 建築審査会資料には道路斜線・高度地区などの検討は記入

しないでください。 

ただし、事前に高さの検討について担当の確認を受けてく

ださい（許可申請図書には高さの検討を記入した立面・断面

図を添付していただきます）。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

２面以上の断面図を図示して下さい 

１２ 

※ 建築審査会資料には道路斜線・高度地区などの検討は記入

しないでください。 

ただし、事前に高さの検討について担当の確認を受けてく

ださい（許可申請図書には高さの検討を記入した立面・断面

図を添付していただきます）。 

 


